


て、硬Ｘ線と呼ばれる高いエネルギーのＸ線を主に

使用しています。冒頭図１に示した企業の製品開発

は、このスプリングエイトから産み出されました。

この様な大型の放射光施設が使われることから、

「放射光」は「巨大なナノの顕微鏡」とも呼ばれて

います。

日本は、1974年に世界初の放射光専用加速器を東

京大学原子核研究所で運用して以来、世界の放射光

サイエンスのフロントランナーとして今日に至って

いるのです。

国内外の状況は？

2002年にスイス連邦に、3GeVの新しい中型の放

射光施設が建設されて以来、世界各国で3GeV（30

み出しています。そして、現代のナノ・テクノロジー

やバイオ・テクノロジーにつながっているのです。

光は明るければ明るいほど、よくものが見えます。

そのため、より明るく、強力な光を求めて、技術革

新を進めた結果、私たちは太陽の10億倍の明るさを

持つナノを見る光、「放射光」にたどり着いたのです。

現代科学は、医学、生物学、化学、物理学、物質

科学など様々な科学技術の分野で、ナノの世界の原

子・分子の組み合わせを考え、それが産み出す機能

を探る研究開発が、大きなトレンドとなり、イノベー

ションの源泉となっています。「放射光」はナノを

見る光として、不可欠なものとなっています。

放射光施設とは？「巨大なナノの顕微鏡」

太陽の10億倍もの明るい光「放射光」は、どのよ

うにして作られるのでしょうか？ それは、磁石の

力で電子を光のスピードに加速するための巨大な装

置を使います。電子蓄積リングと呼ばれるその装置

は、真空パイプの周りに磁石をいくつも並べた巨大

な円形の装置です。そのパイプの中を、光のスピー

ドで運動する電子から「放射光」は産み出されます。

図２の様に光を帯びた電子が、円形の装置の中を運

動するために磁石で向きを変えた瞬間に、電子だけ

が曲げられ、光はそのまま、まっすぐに進んでいき

ます。こうして「放射光」はつくられるのです。

この「放射光」をつくりだす大型の施設が世界

各国で建設されています。その数は、50ヶ所を超

えます。いかに、この放射光が必要とされている

か、お分かりいただけると思います。その中でも世

界最大の施設が、リングの一周の長さが1.4kmもあ

るSPring-8（スプリングエイト）で、日本の兵庫県

の播磨科学公園都市に20年前に建設されました。こ

こでは、電子を80億ボルト（8GeV:8ギガ・エレク

トロン・ボルト）という巨大なエネルギーで加速し

図２．放射光施設の構造と放射光の発生の仕組み
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